
平成 20 年度 第 10 回 真 田 地 域 協 議 会 会 議 次 第

平成 21 年２月９日（月） 午後７時

真田地域自治センター  301 会議室

１ 開 会

２ 会長あいさつ

３ 真田地域自治センター長あいさつ

４ 会議事項

(1) グループ協議について

① 協議内容の発表

② 今後の進め方等について

(2) 地域自治振興事業予算について

(3) 上田市共同集会施設新設等に伴う補助金統合案について

(4) その他

５ その他

講演会・研修会が開催されます。御都合いただき出席をお願いします。

① ２月 28日（土）午後２時から ： 図書館を考える講演会 ［真田公民館（旧文化会館）］

② ３月 22日（日）午後〔予定〕 ： 上田市地域協議会 委員研修会 ［信州国際音楽ホール］

（正式な開催通知は、詳細が決定次第送付します。）

６ 閉 会
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日　　時

グループ名

記録者

出席者

　・　空き家、結婚問題を上田市全体の問題として取り上げられるよう、

　　　　姿勢作り。

平成２０年１２月１８日　（木）　　午後２０時　　　～ 　２１時　　

グループ１

内海喜内　委員

　出席者に○印

　　　上原和彦委員、内海喜内委員、小林満子委員、下条幹男委員、田中直美委員、花岡静枝委員、前澤幸盛委員

　協議概要

　　(3)図書館ができるまでと、図書館をどのように利用するか、前向きな

内　　　　　容

１．学習会

　　(2)まちづくり基本条例制定

　次回、事務局に求める
資料・説明事項

　その他

　　・主な意見等

　　担当の課や係を作るべきである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【裏面につづく】

　・　「全体討議」で、前回までの１～３グループの意見をどうするのか。

　　(1)地域医療について、長野病院を軸に分野を絞って行う。

真田地域協議会　グループ協議　　記録用紙

３．グループ討議について

　　　　（小児科、産婦人科）

　　どうするのか。）

　・　テーマごとにグループ編成の組み替えもありうるのか。（4月からは

２．グループ発表

　　(1)上田市第一次総合計画

協議項目
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《 協議内容つづき 》

４．介護の問題について

　・　包括部分で手足の運動を生き生きサロンでやっていることもある。

５．選挙・投票所

　・　投票所の見直しは経費の面から見るとやむをえないだろう。

　・　高齢者が投票に行くことが難しくなり、投票率の低下につながる。　

６．真田地域の発展維持

　・１８年度の中組自治会長が力をいれているようだ。

　・事務局は地域を具体的にどうしようとしているのか見えない。

　・振興会を作ろうという動きが地域的にはある。
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日　　時

グループ名

記録者

出席者

　　人選すべき。行政の用意したことを確認するだけの印象が強い。

　・　若い委員の数が少ないので入れるべき。

　　　バス代が個人負担となったことは納得がいかない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【裏面に続く】

　・　都市計画について今後も継続して見守る必要あり。

　・　協議会委員の構成について、広く意見を集めるためには団体から推薦

平成２０年１２月１８日　（木）　　午後２０時　　　～ 　２１時　　

グループ２

桑田まなみ委員

　出席者に○印

　荻原美知男委員、佐藤和雄委員、塩沢憲子委員、鈴木正人委員、桑田まなみ委員、宮下蘭子委員、横沢忠勝委員

　　承知している。

　・　協議会に決定権は無いわけだが、町内から広く意見を聴取できる人材を

協議項目

　協議概要

　　される人数は別枠にするなど、バランスを考えていくべきでは。

　・　協議会の役割・機能は本来、行政の提案を確認するだけのものではない

　・　行政からの提案ではなく、テーマを挙げていくようでなくてはいけない。

　　はず。提言、問題の掘り起こしをすることが役割では。

内　　　　　容

　その他

　次回、事務局に求める
資料・説明事項

　　・主な意見等

真田地域協議会　グループ協議　　記録用紙

　・　意見を言う委員がどこに行っても同じにならないように若い委員を混ぜて

　　いる面もある。最近具体的な話を寄せられた。

　　　①PTA関係者から、合併前には出ていた中学の定期演奏会への移動の

　　いく。

　・　地域の具体的な提言や苦情を吸い取る立場として協議会は期待されて

　・　協議会の中で、元議員の方の役割は大きい。以前からの流れを
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《 協議内容つづき 》

　　②　社協の建物（福祉センター）の掃除が行き届いておらず、手入れも悪い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

グループ協議のあり方、今後

　・　本会でやれることをわざわざグループ協議で話す必要はない。

　・　グループ協議の時間は、本当なら別枠の時間で考えなければ話の広がりは出てこない。

　・　西部地域協議会の分科会が活発な活動をしているようだ。
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日　　時

グループ名

記録者

出席者

　　　　　　　基金の運用利子収入による事業の一環として取り組んだが、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【裏面に続く】

　　　　　３．前回のグループ協議での確認事項

　　　　　　　・社協、JAともに男女交流の場のイベント開催を切望していることが

　　　　　　　しかし、必要な事業で有効な方策があれば検討する。

　　　　　　　・そのことについて広域連合として追跡調査ができなかった

　　　　　　　・市町村間で、取り組みに対する温度差がある

　　　　　　　わかった。そこで資金、会場などで上田広域連合に協賛を求めて

　　　　　４．調査内容

真田地域協議会　グループ協議　　記録用紙

　　　　　　　　別紙添付資料によるイベントは平成１５年以降、ふるさと市町村圏

　　　　　　　打開できないかとのことで調査することとした。

　　　　　１．調査日　12月18日

中沢委員：前回のグループでの確認内容に基づいて、上田広域連合に出向き

　　　　　　聞き取り調査を行った。

　　　　　２．応対者　広域連合　井沢係長

協議項目

　協議概要

平成２０年１２月１８日　（木）　　午後２０時　　　～ 　２１時　　

グループ３

中沢盛雄委員

　出席者に○印

　　　一本鎗武志委員、坂口恒子委員、清水茂委員、清水潤委員、関清美委員、中沢盛雄委員

　その他

内　　　　　容

　　・主な意見等

　次回、事務局に求める
資料・説明事項

　　　　　　　・イベントの企画運営をFM長野に任せきりであった

　　　　　　　などの意見により、平成１９年度からイベントは休止している。
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《 協議内容つづき 》

　５．　これからの対応策

　　イ．　ふるさと市町村圏基金のかつようについては可能性があることを確認した。

　　ロ．　事務については広域連合に求めないことが前提。

　　ハ．　上記の２点の上に立って、上田社協、青木村、東御市、長和町との

　　　　打ち合わせを行う必要がある。

　　ニ．　よって地域振興課とも連携して上記関係市町村と接触し部会として取り組む。
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３ 担 当 課

４ 担 当 課

事   業   費

事業の概要

事 業 の
目的・効果

○真田体育館は、年間延べ５万人を超える市民が利用する地域スポーツの拠点施設だが、現在、雨漏り
が激しく、雨天時の運動は危険で利用を制限していることから、利用者から多くの苦情が寄せられており、
施設の維持面からも緊急に対応を要する地域課題となっている、このため、早期に改修を実施し地域課
題の解消を図る。

　　　　　　　３４，３２５ 千
円

　［内 地域振興事業基金
  　　（持寄分基金）：17,162千円］

真田教育事務所

 ○建築後31年が経過し、雨漏りの激しい真田体育館の屋根を全面的に改修する。

　　・雨漏りの箇所が特定できないことから、既存の屋根全体を覆うカバーリング工法による改修を行う。
　　・既存の雨樋部分からの滲み込みによる雨漏りに対処するため、新たに軒を横葺きし雨樋を設置す
る。

菅平高原国際リゾートセンター外壁等改修事業

算 出 基 礎

算 出 基 礎

産業観光課

菅平高原国際リゾートセンター外壁等改修事業
　・実施設計業務委託料　：　2,930千円
　・工事請負費　：　49,980千円
　  　［工事概要］
　　  　①　外装・内装改修工事
　　　  ②　機械・電気設備改修工事

　　　  ③　エレベーター設置工事

　・保守点検委託料　：　200千円

真田体育館屋根改修事業

上田市菅平高原国際リゾートセンター外壁等改修工事
　・外部は破風、鼻隠しの改修（撤去、新設）と木部塗装、雨漏り修繕等を行う。
　・内部は２階ホールの床張替え、壁、建具等の改修を行う。
　・ユニバーサルデザイン対応のため、エレベーターの設置と１階ロビー床を改修する。
　・機械設備、電気設備等、経年による機械器具の修繕を行う。

  菅平高原における観光の拠点施設である「菅平高原国際リゾートセンター」は、経年により内外装等に多
くの不具合が生じており、特に外装は部材の落下が危惧される状態で、多くの市民や観光客が訪れる観
光施設として大きな課題となっている。これら施設の不具合の解消を図るとともに、ユニバーサルデザイン
の考え方を取り入れた施設となるよう改修を行うことで、訪れた人誰もが快適に楽しめる観光地づくりを進
め、魅力ある菅平高原の構築を図る。

　真田体育館屋根改修事業
　　・工事請負費　：　34,325千円
　
      ［工事概要］
　　    ① 既存長尺瓦棒葺き上カバーリング工法葺き
　　　　       カラーGL鋼板（T＝0.5）　：　1,450㎡
　　    ② 軒横葺き：ガルバリウム鋼板（T＝0.4）

平成21年度 真田地域自治センター 地域自治振興事業予算要求概要

事   業   名

事   業   名

事 　業 　費

事業の概要

事  業  の
目的・効果

               ５３，１１０ 千
円

　［内 地域振興事業基金
  　　（持寄分基金）：25,000千円］

12/13



13/13


